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親
鷲
使
用
の
声
点
加
点
形
式
に

つ
い
て

ー
坂
東
本

O 

本
稿
の
目
的

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

1
.
親
鷲
が
使
用
し
た
声
点
の
形
式
を
整
理
し
、
文
章
形
式
・
訓
読

法
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

2
.

他
の
親
鷲
遺
文
と
比
較
し
て
多
様
な
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』

の
声
点
加
点
形
式
を
、
親
鷲
加
点
資
料
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

一、

親
鷺
自
筆
の
声
点
図

親
鷲
は
、
次
の
文
献
に
、
声
点
図
を
残
し
て
い
る
。

西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
(
巻
首
)

本。

鎌
倉
時
代
初
期
写

西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
(
巻
頭
)
寛
喜
二
年
(
一
二
三

O
)写
本
。

専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
(
巻
頭
)
親
鷲
自
筆
朱
点
か
。

下
は
、
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
巻
頭
の
点
図
を
、
推

読
を
交
え
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
壷
に
、
声
点
を
加
点
し
、
入
声
点

の
名
称
、
お
よ
び
、
語
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
入
声
点
に
は
、
「
・
清
急
」

ご
濁
急
」
「
"
清
緩
」
「
↑
濁
緩
」
の
四
種
が
有
る
。
た
だ
し
、
西
本

願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
巻
頭
の
点
図
は
、
破
損
の
た
め
、
読

『
教
行
信
証
』

声
点
の
位
置
づ
け
|佐

々
木

苗
カ

解
で
き
な
い
部
分
が
存
す
る
。

し
か
し
、
幸
い
、
文
保
元
年
・
二
年
(
一
三
一
七
・
八
)
と
正
平
六
年
(
二
二

五
一
)
の
二
回
、
存
畳
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
本
に
も
こ
の
点
図
が
写
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
元
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
司
祭

豊
後
園
大
義
供
奉
聾

八
幡
大
菩
薩
納
受
之
聾
也

諸
〔
去
)
法
・

1
|
|
|」
・
清
急

一

一

法

文

急

重

一

一

法

文

急

)

師

一

一

各

会

各

r
i
l
l
-』
E
1
1
1
1
1』
t
l
t
L

・

• 
是
従
A

上
憩

l l 

一一、
親
鷲
加
点
の
声
点

l l 
寸
I
l
l
l」
↑
濁
緩

一

一

聴

法

文

書

)

一

一

寂

〔

入

閣

穆

静

一

一

巻

属

【

入

雪

と
こ
ろ
が
、
右
三
文
献
の
本
文
に
加
点
さ
れ
た
声
点
は
、
声
点
図
の
声

点
と
は
異
な
る
。

西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』

は
、
点
図
と
同
じ
く
、

ー--，• 



清
急
」
「
一
濁
急
」
「
"
清
緩
」
で
加
点
し
て
い
る
。
し
か
し
、

は
、
点
図
「
ど
で
は
な
く
、
「
ト
」
を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
・
専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
三
帖
和
讃
』

本
文
に
は
、
「
・
」
と
「
ご
と
の
二
種
の
声
点
し
か
な
い
。
い
わ
ゆ
る
清

濁
を
区
別
す
る
の
み
で
あ
る
。

「
濁
緩
」

一一一、
親

驚

遺

文

に

お

け

る

声

点

形

式

そ
こ
で
、

る。

親
鷺
加
点
資
料
を
、
声
点
の
形
式
に
着
目
し
て
分
類
し
て
み

坂
東
本
『
教
行
信
証
』

単
独
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、

の
声
点
は
複
雑
で
あ
る
た
め
、

後

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
声
点
形
式

こ
の
形
式
で
は
、
入
声
以
外
の
清
音
は
「
・
」
、
濁
音
は
二
」
で
示
す
。

こ
の
声
点
形
式
で
実
際
に
加
点
さ
れ
て
い
る
親
鷲
遺
文
は
、
『
観
経
・

阿
弥
陀
経
集
註
』
の
本
文
の
み
で
あ
る
。

a
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
文
(
第
七
巻
)

1 
(
(
第
七
巻
)
は
、
『
増
補
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
に
お
け
る
所
収
巻
。
以
下
同
じ
。
)

2 

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式

A

ー
清
「
0

」
・
濁
「
ト
」
|

去
声
。
「
I
l
-
-
」
O

入
声

上
声

O

「
1
1
1
1
L
O
平
声

ト去

貢さ
濁淘
--0 0一

口
--0 0一
平入
声声
濁濁

こ
の
形
式
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
親
鷲
自
筆
本
で
あ

る

b
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
註
文
(
第
七
巻
)
、

c
浄

土
論
註
朱
点
(
第
七
巻
)
、

d
浄
土
論
註
付
曇
鷲
伝
(
第
七
巻
)
、

e
大
般

浬
繋
経
要
文
・
業
報
差
別
経
文
(
第
九
巻
)
、

f
信
微
上
人
御
釈
(
第
九

巻)、

g
烏
龍
山
師
並
屠
児
賓
蔵
惇
(
第
九
巻
)
、

h
聖
覚
法
印
表
白
文
[
法

専
寺
蔵
本
]
(
第
九
巻
)
、

i
畏
日
一
園
十
四
代
(
第
九
巻
)
、

j
西
方
指
南

抄
(
第
五
・
六
巻
)

右
の
本
文
は
、
漢
文
ま
た
は
漢
語
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
を
訓
読
し
た
文

献
で
あ

h
r
な
お
、

b
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
註
文
は
、

a
の
行
間
・
上
下
欄
・
紙
背
の
経
論
・
稗
等
註
文
に
、
訓
読
の
た
め
の
訓

点
を
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。

3 

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式

B

ー
清
「
・
」
・
濁
「
一
」

l

去
声
濁
一
「
1
1
1
1
1」
一
入
声
濁

一
「
l
i
l
-
-
L
一
平
声
濁

去
声
・

1
I
l
l
i
-
-
入
声

上
声
・
「
I
l
l
l
L
・
平
声

上
声
濁

こ
の
形
式
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
諸
本
で
あ
る
O

K
三
帖
和
讃
(
第
三
巻
)
、

l
唯
信
抄
[
西
本
願
寺
本
]
(
第
八
巻
)
、

m
唯

信
紗
{
専
修
寺
蔵
信
誼
本
]
(
第
十
巻
)
、

n
唯
信
紗
[
東
本
願
寺
等
蔵
残

巻
]
(
第
八
巻
)
、

o
唯
信
抄
[
最
乗
寺
蔵
断
簡
]
(
第
九
巻
)
、
P
尊
号
真
像

銘
文
[
建
長
本
]
(
第
四
巻
)
、

q
尊
号
真
像
銘
文
[
正
嘉
本
]
(
第
四
巻
)
、

r
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
断
簡
(
第
九
巻
)
、

j
西
方
指
南
抄



こ
こ
に
属
す
る
諸
本
は
、
い
ず
れ
も
、
全
体
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

で
あ
る
か
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
含
む
。

の
声
点
は
、
右
の
全
資
料
に
お
い
て
、
朱
筆
で
書

清
「
・
」
・
濁
「
ご

き
込
ま
れ
て
い
る
。

親
鷲
が
加
点
し
た
声
点
は
、
右
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
声
点
の
分
析
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
、

に
急
・
緩
を
区
別
す
る
声
点
は
、
現
存
親
鷲
自
筆
本
で
は
、

a
西
本
願
寺

蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
に
お
け
る
字
音
直
読
の
経
本
文
に
し
か
見

以
上
、

入
声

ら
れ
な
い
。

こ
の
実
態
か
ら
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
声
点
加
点
は
、
親
鷲
加

点
の
声
点
形
式
の
中
で
、
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四

坂
東
本
『
教
行
信
証
』

の
声
点

右
の
状
況
か
ら
、
漢
文
に
訓
読
の
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
坂
東
本
『
教

行
信
証
』
に
は
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
せ
ず
、
清
「
O

」
・
濁
「
ど
と

す
る
形
式

(
2
.
)

で
の
声
点
加
点
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
は
、

と
、
多
様
な
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

「0
」
「
乞
「
∞
」
「
一
」
「
・
」
「
ト
」
「
"
」

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
声
点
に
関
す
る
先
行
研
究

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
(
「
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第

2
集
、
一
九
六
五
年
九
月
)
は
、
坂
東
本
『
教
行

の
声
点
は
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
て
お
り
、
「
急
」
は
舌
内
入

「
緩
」
は
喉
内
・
唇
内
入
声
音
に
対
応
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
と
こ

1 
信
証
』

宙
'
立
目
、

こ
の
対
応
原
則
に
は
、
例
外
が
多
く
存
し
た
。

十
年
後
、
沼
本
克
明
「
漢
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
(
「
国
文
学

孜
」
第
六
十
九
号
、
一
九
七
五
年
十
月
)
で
、
「
入
声
急
』
に
は
促
音
も
含
ま

れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
例
外
は
減
少
し
た
。
は
じ
め
に
引
用
し
た
親
鷲

自
筆
声
点
図
で
も
、
「
急
」
の
語
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
「
法
刃

3
準
」
「
法
河
封
師
」
「
各
刃
ヨ
各
」
「
答
属
河
雪
倶
{
上
}
」
の
促
音
化
例
で
あ
り
、
「
緩
」

の
語
例
は
「
若
刃
劉
人
」
「
諸
法
丸
岡
司
」
「
各
刃
割
興
」
「
聴
法
苅
割
弱
」
「
寂
司
司
静
」
「
春

属
刃
酒
勾
」
の
促
音
化
し
な
い
音
環
境
の
例
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
「
急
」
の

入
声
点
が
促
音
を
も
標
示
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
に
示
す
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
字
音
直
読
の
入
声
点

と
比
較
す
れ
ば
、
『
教
行
信
証
』
入
声
点
に
は
、
対
応
規
則
の
例
外
が
ま

だ
多
く
残
る
。
そ
れ
は
、
多
種
の
声
点
が
、
時
を
隔
て
て
加
点
さ
れ
て
い

る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ろ
が
、小

林
論
文
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
訓
点
を
、
次
の
四
種
に
分
け

て
い
る
。
左
に
、
要
約
す
る
。

第
一
次
点

A
類
l
墨
筆
。
本
文
と
同
色
同
筆
の
仮
名
。
他
次
の
仮
名

と
比
較
し
て
字
形
が
最
も
大
き
く
太
い
。
全
巻
に
亘
っ
て
詳
細
に

加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
資
料
中
訓
読
文
の
根
幹
を
な
す
最
も
重
要

な
加
点
で
あ
る
。

第
一
次
点

B
類
l
墨
筆
。

A
類
と
同
色
、
同
じ
筆
致
と
見
ら
れ
る
が
、

A
類
の
仮
名
に
比
べ
て
や
や
小
字
で
あ
る
。
全
巻
に
散
在
し
、
主

と
し
て
、
本
文
中
の
漢
字
に
単
字
と
し
て
の
音
文
は
訓
を
示
す
。

第
二
次
点
|
朱
筆
か
。
第
一
次
点
と
比
較
し
て
仮
名
の
字
体
は
略
同

趣
で
あ
る
。
各
巻
に
散
在
し
、
第
一
次

A
類
の
仮
名
を
上
か
ら
訂

し
て
別
語
と
し
、
或
い
は
彼
を
補
い
、
又
音
訓
を
新
た
に
加
え
る
。



第
三
次
点
|
墨
筆
。
仮
名
の
大
き
さ
は
、
第
一
次
点

B
類
と
同
じ
く

や
や
小
字
で
あ
る
か
、
丸
味
を
帯
び
る
。
第
一
次
点
よ
り
や
や
新

体
を
も
認
め
る
。
(
こ
れ
ら
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
他
資
料
の
仮
名
字

体
に
通
ず
る
)
。

右
の
中
、
第
一
次
点

A
類
・
第
一
次
点

B
類
と
第
二
次
点
と
は
筆

致
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
同
一
人
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
第
三

次
点
は
や
や
異
な
る
印
象
を
受
け
る
が
、

違
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
は
恐
ら
く
用
筆
の
相

や
は
り
同
一
人
が
時
を
隔
て
て
加
え
た
も
の
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

小
林
論
文
は
、
声
点
に
つ
い
て
も
右
の
別
が
存
す
る
こ
と
を
、

〔
断
書
〕
で
指
摘
し
て
い
る
。

「
川
俣
{
子

音
」
項
目
の

漢
字
音
の
清
濁
及
び
四
声
を
示
す
各
種
の
符
号
は
、
墨
色
か
ら
見
て

第
二
次
点
は
判
明
す
る
が
、
他
は
、
筆
勢
や
大
小
か
ら
第
一
次

A

・

第
三
次
点
が
存
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
一
々
に
つ
い
て
の
区

別
は
困
難
が
多
い
の
で
、
一
緒
に
扱
っ
た
。

年
代
的
差
は
、

B 

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の

二
三
十
年
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
声
点
の
分
類

小
林
論
文
の
述
べ
る
知
く
、
声
点
を
加
点
時
で
分
類
す
る
こ
と
は
困
難

2 
で
あ
る
。

し
か
し
、
声
点
の
墨
色
・
大
小
と
形
か
ら
、

以
下
の
三
種
は
区
別
可
能

で
あ
る
。
(
本
稿
の
調
査
・
引
用
は
、
原
本
閲
覧
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

『
顧
浄
土
員
寅
数
行
誼
文
類
(
坂
東
本
)
影
印
本
』
〈
二

O
O
五
年
、
真
宗
大
谷

派
宗
務
所
〉
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
用
例
の
所
在
は
、
便
宜
的
に
『
親
鷲

聖
人
真
蹟
集
成
』
の
頁
数
・
行
数
〈
三
日
は
、
三
の
五
頁
三
行
目
〉
で
示
す
。
)

四

①
墨
声
点
・
大

32. 1 

右
の
如
く
、
大
き
な
墨
声
点
の

O
は
、
右
下
斜
線
と
半
円
と
の
二
画
で

書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
親
鷺
真
筆
の
代
表
と
さ
れ
て
き
た
、

末
「
曇
鷲
伝
」
朱
声
点
と
同
じ
書
き
方
で
あ
る
。

左
の

『
浄
土
論
註
』
巻

(
『
御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念
西
本
願
寺
展
』
に
依
る
)

②
墨
声
点
・
小

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
小
さ
な
墨
声
点

O
は
、
①
墨
声
点
・
大
と
異
な

り
、
半
円
を
二
つ
書
く
か
一
画
で
円
を
書
く
。
次
の
如
く
で
あ
る
。



宋
46. 7 

末
47. 1 

/、

末
92. 1 

〈
「
聖
暦
」

の
声
点
は
大
。

た
だ
し
、

の
外
側
声
点
は
小
。
〉

「暦」

③
朱
声
点

朱
声
点
も
、

書
き
方
は
、
②
墨
声
点
・
小
と
同
様
で
あ
る
。

「
・
」
一
ト
」
も
、

比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。

〈
七
字
目
「
鼓
」

の
朱
声
点
は
、

墨
声
点
・
大
に
重
書
〉

110. 4 

48.8 

48. 3 

以
上
の
加
点
実
態
か
ら
、
①
墨
声
点
・
大
が
先
、
②
墨
声
点
・
小
、
③
朱

声
点
が
後
に
加
点
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
三
種
声
点
の
形
式
と
加
点
数

①
墨
声
点
・
大

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
大
は
、
「
O
」
と
「
ど
の
み
で
あ
っ
た
。

本
稿
巻
末
に
、
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
。

「O
」
|
一
一

O
三
例
(
内
、
入
声
字
七
六
例
)

「
か
」
|
一
七
四
例
(
内
、
入
声
字
二
五
例
)

「O
」
が
清
を
示
し
、
「
ど
が
濁
を
示
す
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
検
討

済
み
で
あ
る
。
「
O
」
・
「
か
」
共
に
、
入
声
の
急
・
緩
を
区
別
せ
ず
、
平
声

・
上
声
・
去
声
・
入
声
(
舌
内
・
唇
内
・
喉
内
)
の
い
ず
れ
で
も
用
い
ら
れ

3 
る

こ
の
墨
声
点
・
大
は
、
先
に
分
類
し
た
声
点
形
式

2
に
あ
た
る
、

漢
文
訓
読
資
料
に
使
用
し
た
形
式
で
あ
る
。

親
鷲
が

②
墨
声
点
・
小

墨
声
点
・
小
に
は
、
「
0

」
♂
」
「
∞
」
ご
」
「
・
」
「
ト
」
が
存
す
る
。
数
の
多
い
順

に
そ
の
例
数
を
記
す
と
、
左
の
知
く
で
あ
る
。

「O
」
|
三
一
一
二
一
例
(
内
、
入
声
字

「
こ

i
一
O
九
O
例
(
内
、
入
声
字

二
三
六
例
)

七
八
例
)

五



「∞」

三
三
八
例
)

一
六
二
例
)

一
一
例
)

四

一

例

(

内

、

入

声

字

四

例

)

「
・
」
「
ト
」
は
少
数
で
あ
り
、
分
布
の
片
寄
り
は
見
ら
れ
な
い
。

が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
五
二
例
(
内
、

二
七
例
(
内
、

七
六
例
(
内
、

入
声
字

「

ど

|

「ト」

l

入
声
字

入
声
字

「・」

l
l

小
さ
な
円

占

ノ、

四
八
例
)

五

O
例
(
内
、
入
声
字
四
二
例
)

「
ト
」
!
四
五
例
(
内
、
入
声
字
三
四
例
)

「
"
」
|
二
八
例
(
内
、
入
声
字
二
七
例
)

朱
点
は
、
本
文
・
他
の
訓
点
と
紛
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
か
、

か
ず
、
点
を
打
つ
だ
け
の
も
の
が
比
較
的
多
く
を
占
め
る
。

「∞」

i

五
一
例
(
内
、

入
声
字

「

ど

|

円
を
書

め
、
墨
声
点
「
・
」
「
ト
」
は
、

こ
の
点
、
未
詳
で
あ
る
た

以
下
の
検
討
か
ら
除
外
す
る
f

③
朱
声
点

本
資
料
に
加
点
さ
れ
た
朱
声
点
を
、

通
り
で
あ
る
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
と
朱
声
点
に
お
け
る
入
声
点

次
に
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
入
声
点
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
、
入
声
音
・
促
音
と
の
対
応
関
係
を
見
る
。

4 

加
点
例
数
順
に
並
べ
る
と
、
次
の

そ
れ
に
先
だ
ち
、

「・」

l
五
五
四
例
(
内
、

入
声
字

入
声
字

入
声
字

四

O
例
)

一
六
例
)

一
八
例
)

「
こ
|
三
宜
一
例
(
内
、

「O
」
|
一
一
六
一
例
(
内
、

比
較
の
た
め
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
声
点
加

点
が
見
ら
れ
た
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
に
お
け

る
親
鷲
加
点
入
声
点
の
実
態
を
見
ぶ
d

の
入
古
戸
占
川

表

1

西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
の
入
声
点

キ

フ

ユ

ル

急

」

「

緩

」

の

入

声

点

無
声

有
声

句
宋

清

緩

"

5 

6 

O 

舌
t内

濁
緩
十

O 

O 

O 

層
p内

喉
k内



右
の
如
く

親
鷲
が

キ
フ
「急」

と
呼
ぶ
入
声
点
は
、
舌
内
入
声
字
、
お
よ

び
、
無
声
音
が
続
く
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
加
点
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
緩
」

の
入
声
点
は
、
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
加
点
さ
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。

「
急
」
入
声
点
の
例
外
は
、
喉
内
入
声
字
「
逼
」
へ
の
加
点
例
二
例
で
あ
る
。

〔
逼
〕
所
副
対
剥
叶
云
A

き
何
{
上
濁
】
嘗
見
(
観
一
一
一
一

5
)

此
人
苦
謝
対
当
(
観
五
九

6
)

二
逼
」
は
、
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
鎌
倉
期
点
で
「
ヒ
ツ
」
、
観
智

院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
「
和
音
」
で
も
「
ヒ
チ
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い

る
。
図
書
寮
本
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
点
、
興
福
寺
本
『
大
慈
恩
寺
三
蔵

法
師
伝
』
院
政
期
点
に
も
「
ヒ
ツ
」
の
加
点
が
見
ら
れ
、
当
時
の
日
本
漢
ヒ
チ
l
l

字
音
で
は
、
舌
内
入
声
字
相
当
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
親
鷲
遺
文
で
も
、
「
逼
ヌ

ヒ
テ
イ
チ

剖
羽
悩
ス
」
(
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
三

5
・
a
)

「
陣
陸
」
(
『
浄
土
論
註
』
上
目
)

と
、
舌
内
入
声
同
様
チ
と
し
た
例
が
有
る
。
そ
の
た
め
、
本
資
料
で
も
、

舌
内
入
声
字
に
加
点
さ
れ
る

「急」

入
声
点
が
加
点
さ
れ
た
も
の
、

と
考

表
2

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
の
入
声
点

キ
フ
「
急
」
の
入
声
点

ユル
「緩」

の
入
声
点

え
ら
れ
る
。

入
声
点
に
お
け
る
例
外
は
、

点
が
加
点
さ
れ
た
、
左
の
十
一
例
で
あ
る
。

〔
一
〕
一
刃
樹
二
八
2
例

v

一
丸
笥
賓
像
第
十
一
丸
到
観

急
ぎ
説
天
皇
無
差
量

E
毒
平
理
観

E
経
一
刃
甥
巻
き

急
}
七
刀
剣
吋
日
〔
八
〕
第
八
苅
野
観
主

ま
た
、

「
緩
」

舌
内
入
声
字
に

「
緩
」
声

〔日〕

一
刃
劉
日

〔
七
〕
第
七
丸
岡
叶
観
経
七
元

日
刃
笥
日
日
刃
到
没
工
会

悌
{
入

-
七
・
八
・
日
」

い
ず
れ
も
古
く
か
ら
日
本
語
中
で
用
い
ら

そ
の
た
め
、
字
音
直
読
の
際
も
、
加
点
声
点

は

れ
て
き
た
字
音
で
あ
ろ
う
。

の
通
り
、

開
音
節
化
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る

こ
の
西
本
願
寺
蔵
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
と
同
様
に
、
坂

東
本
『
教
行
信
証
』
②
墨
声
点
・
小
の
入
声
点
を
整
理
す
る
と
、
左
表

2
の

知
く
に
な
る
。

清
急

3 

喉
k内

濁
急

1 

語
末

6 

七



右
の
と
お
り
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
の
入
声
点
も
、
「
急
」

入
声
点
は
舌
内
入
声
字
と
、
無
声
音
が
続
く
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
、

「
緩
」
入
声
点
は
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
加
点
さ
れ
る
。
入
声
の
急
・
緩

を
区
別
し
な
い
①
墨
声
点
・
大
を
別
に
し
た
こ
と
で
、
先
行
研
究
の
整
理
と

比
較
し
て
、
対
応
原
則
の
例
外
は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
次
の

例
外
が
残
る
。

O
語
末
ま
た
は
有
声
音
が
続
く
に
も
拘
わ
ら
ず
「
急
」
入
声
点
が
加
点
さ

れ
た
唇
内
・
喉
内
入
声
字
(
八
例
)

〔
君
臨

3(四
-
0

・4
)

・
阿
膨

25(六
末
呂
町
)
〔
十
〕
十

i
T
(六

末

2
・
日
)
〔
足
〕
漏

E
足
刃
剥
当
(
五

2
・
ω
)

〔
色
〕
容
色
丸
笥
(
四
∞
・

3

〔錯〕

疑{上

d
a
(六
本
当
-
M
)

〔
翼
〕
窮

3(六
末
同
こ
)
〔
赤
〕
赤

3自
主

経
理
銅
(
去
調
v
(

六
本

2
・
-
)

O
「
緩
」
入
声
点
が
加
点
さ
れ
た
舌
内
入
声
字
(
二
十
八
例
)

一
刀
笥
(
六
本
町
C

・
g
・
第
一
丸
岡
叶
(
六
本

Z
・
3
・
一
員
叶
百
{
入
緩
)
五
A

上
翌
十
A

入

〔

ー
〕

「表
急~ 3 

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
朱
声
点
の
入
声
点

の
入
声
占
山

「揺帆」

緩
)
年
(
六
末
三
・
品
)
・
一
丸
劉
時
(
上
ぎ
(
四
日
∞
-
m
)

・
一
丸
岡
吋
自
主
題
)
(
六
末

2
・
3
・一

丸
岡
叫
異
手
)
(
六
本
コ
-
M

六
末

2
・
3

〔
日
〕
白
河
副
司
(
四
日
目
・

3
・
一
{
入
き
日
丸
岡
羽
(
六

ク
ワ
チ

末

2
・
m
)

〔
活
〕
邪
【
上
空
活
刃
自
(
六
本
立
-
-
)
〔
貫
〕
貫
刃
自
(
四
ω
∞-
a

五

Z
-
-
五
日
ω
-
M
)
・
賓
刃
罰
半
満
擢
(
六
本
ω
・4
)

〔
別
〕
別
刃
盟
副
司
侍
{
平
ぎ
(
六

末
吉
・
品
)
〔
悌
〕
悌
刃
調
叶
言
【
上
商
}
(
二
4
u

・
c
・
化

2
悌
刃
罰
叶
菩
{
上
空
薩
{
入
急
バ
四
回

目
・
回
)
・
悌

3g(五
E
・
-
)
・
悌
刃

g土
平
間
)
(
五

2
・
自
)
・
稗
迦
悌
刃
割
当
(
六
本
4

∞
・
-
)
・
唯
{
去
)
悌
員
甥
(
六
末
∞
こ
)
〔
述
〕
十
員
長
き
九
A

上
}
猷
ッ
刃
自
(
六
末
白

ク
ワ
チ
【
左
]

0

・
3
・
述
刃
器
叶
(
六
本

2
・
∞
)
〔
閲
〕
各
闘
丸
岡
叶
(
三

2
・M
)

〔説〕

領
事
)
説
刃
自
ス
(
一
一
一

-
2・
3

〔
決
〕
決
司
定
【
平
調
}
(
一
二

-
2・4
)

〔
殺
〕
殺
誌
吋

害
平
調
)
ス
ル
士
三
吋
?
ω
)

〔
出
〕
出
刃
劉
没
(
入
皐
(
四

2
・4
)

次
に
、
朱
声
点
に
つ
い
て
も
、
入
声
字
に
加
点
さ
れ
た
入
声
点
と
入
声

音
・
促
音
と
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
表

3
と
な
る
。

形
式
の
表
に
す
る
た
め
、

「

・

」

「

"

」

の
加
点
数
を
(

「ト」

の
入
声
点

舌
内

O

《.

O
(
O
)
 

唇
内ny 

O 

O
{
.
 

3
(
2
)
 

喉
k内

O 

O 

1 

鉦
山
士
同
'

有
声

語
末

舌
t内

震|喜1:1夏|雲l喜
治lslglsls

-
(
l
)
 

-
(
O
)
 
O
(
1
)
 

唇
p 内

喉
k内

八こ
れ
ま
で
と
同
じ

)
内
に
記
す
。



右
の
通
り
で
あ
り
、
区
別
し
た
「
・
」
等
は
、
声
点
の
機
能
と
し
て
は
「
0

」

と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
朱
声
点
で
は
両
者

等
と
同
等
で
あ
る
、

を
区
別
せ
ず
に
扱
う
。

こ
の
朱
声
点
に
は
、
全
体
の
加
点
数
に
比
し
て
、
対
応
規
則
か
ら
外
れ

る
例
が
多
い
。
次
の
例
で
あ
る
。

O
語
末
ま
た
は
有
声
音
が
続
く
に
も
拘
わ
ら
ず
、
急
の
入
声
点
が
加
点
さ

れ
た
唇
内
・
喉
内
入
声
字
(
九
例
)

〔
逼
〕
瀧

43悩
ス
(
三

-2)
〔
接
〕
接

3部
平
日
(
四
日
ω
・
印
)
〔
徳
〕

至
{
上
)
徳

aa(二
-
c
∞
・
吋
)
・
至
徳

ada(三
2
・
∞
)
・
徳

a封切
平
調
}
(
二

3
・

3
・
徳
刃

g号
♀
主
ニ
ェ
・
回
)
〔
督
〕
督
刃

g(一一
2
・4
)

〔
略
〕
康
平
}

叫
3(二
2
・M
)

〔
弱
〕
怯
時
ク

3(三回目・
3

O
緩
の
入
声
点
が
加
点
さ
れ
た
舌
内
入
声
字
(
十
三
例
)

テ
イ

〔
一
〕
一

3
叶百{入銀}倶

3
眠

3
界平}(一一

-s・
3

〔
傍
〕
阿
捕
陀
悌

3

3
二

2
・
3
・
悌
刀
剣
当
名
芸
)
(
二
三
・
4
)

〔
脱
〕
解
脱
刃
自
(
一
一
三
・
∞
)
・

解
平
ぎ
脱

aJ一二三・
4
)

〔
寅
〕
責

ag(二
2
・m
)

〔
逸
〕
和
平
車
内
刈

笥
(
三
三
・
間
)
〔
別
〕
別
丸
岡
ヨ
シ
テ
(
一
二
c
c
・
品
)
・
別
刃
瑚
当
時
恥
平
調
}
(
ニ
ミ
・
∞
)

〔
劣
〕
鋭

3夫
(
一
一
ニ

2)
〔
述
〕
宣
{
ま
述

j
一一

5)
〔伐〕

ハ
テ
『
左
】
B
E
l
l
-
-

伐
，
刃
}
(
一
一

-
2・
3

〔
忽
〕
忽
丸
型
入
軽
全
然
(
上
濁
き
(
三
巴
・

3

5 

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
小
・
朱
声
点
と
他
の
親
鷺
遺
文

声
点
と
の
相
違
点

右
の
と
お
り
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
と
朱
声
点
と
は
、
親

鷲
自
筆
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
の
声
点
に
近
い
形
式
お
よ
び

機
能
を
持
つ
。

し
か
し
、

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
と
朱
声
点
は

『
観
経

阿
弥
陀
経
集
註
』
と
次
の
諸
点
で
異
な
る
。

A
.

入
声
以
外
に
、
「
↑
(
ト
)
」
を
濁
声
点
と
し
て
使
用
す
る
点
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
墨
声
点
・
小
と
朱
声
点
は
、
濁
声
点
と
し
て
ご
」

を
使
用
し
な
が
ら
、
入
声
字
よ
り
も
平
上
去
声
字
に
多
く
、
「
か
(
ト
)
」
を

濁
声
点
と
し
て
用
い
て
い
る
。

し
か
し
、

『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
の
声
点
は
、

平
上
去
声

で
は
、

濁
声
点
に
「
ご

の
み
を
用
い
る
。

「
∞
白
)
」
を
濁
声
点
と
し
て
使
用
す
る
点
。

『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
の
声
点
で
は
、
「
"
」
は
、

に
限
定
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

B 

入
声
以
外
に
、

入
声
字

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
で
は
、
「
∞
」
が
入
声
以
外
に
加
点
さ

れ
た
例
が
小
林
論
文
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
墨
声
点
・
小
の
次
例
(
四

例
)
で
あ
る
。

し
か
し
、

タ

v

鳩
{
上
乗
茶

3(六
末
M

O

・
C
・
鳩
繋
茶
2
g
(
六
末
日
a
・

c
・
官
【
上
濁
v

菟

3

婆
(
六
末
日
品
・
日
)
・
種
智
司
司
(
六
末
古
・
-
)

右
の
外
に
、
「
∞
」
を
入
声
字
以
外
に
加
点
し
た
例
が
、
墨
声
点
・
小
に

十
例
存
す
る
。

ハ
ウ

麿
化
割
当
道
(
四
M

M

・
自
)
・
昂

2
3六
末
巴
・
吋
)
・
紗
司
当
(
六
末
N
N

・
∞
)
・
尾

チ

ヨ

タ

司
叶
(
六
末
日
∞
・
由
)
・
牛
司
当
女
(
十
ハ
末

2
・
-
)
・
檀
司
ヨ
菟
平
}
婆
(
六
末
日
品
・
間
)

シ
ャ
t
f
z
t

シ
ユ

-
繋
遮
司
甥
羅
園
(
六
末
日
目
・

3
・
村
荷
当
落
(
六
末

2
・
3
・
賢
ョ
ョ
首
平
ぎ

(
六
末
∞
∞
・
∞
)
・
事
ョ
ョ
(
六
末

2
・
ω)

朱
声
点
に
も
、
「
"
」
を
入
声
字
以
外
に
加
点
し
た
例
が
存
す
る
。

「
我
到
ヨ
」
(
一
一

2
・
3

こ
れ
ら
十
五
例
の
「
∞
(
"
)
」
は
、
濁
声
点
で
あ
ろ
う
。

九



と
こ
ろ
が
、

「∞(")」

を
濁
声
点
と
し
て
使
用
し

他
文
献
で
親
鷲
は
、

て
い
な
か
っ
た
。

入
声
字
以
外
に
入
声
点
を
加
点
し
た
例
、
入
声
字
に
入
声
以
外
の
声

点
を
加
点
し
た
例
が
存
す
る
点
。

こ
れ
も
、
小
林
論
文
に
部
分
的
な
挙
例
が
あ
る
。
坂
東
本
『
教
行
信
証
』

全
体
で
は
、
次
の
用
例
数
で
あ
る
。

C 

入
声
字
以
外
に
入
声
点
を
加
点
し
た
例

墨

声

点

・

小

七

例

、

朱

声

点

三

例

入
声
字
に
入
声
以
外
の
声
点
を
加
点
し
た
例

墨

声

点

・

小

二

五

例

、

朱

声

点

八

例

こ
の
よ
う
な
例
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
大
と

弥
陀
経
集
註
』
声
点
中
に
は
、
皆
無
で
あ
る
。

『
観
経
・
阿

入
声
急
・
緩
の
対
応
規
則
に
、
比
較
的
例
外
が
多
い
点
。

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
入
声
急
・
緩
の
対
応
規
則
例
外
の
う
ち
、

一
・
日
」
は
、
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
声
点
で
も
、
全
体

の
傾
向
か
ら
外
れ
る
漢
字
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
に
は
、
「
接
・
十
」
「
足

・
色
・
錯
・
赤
」
に
無
声
子
音
が
続
く
場
合
以
外
の
急
声
点
加
点
例
は
無

く
、
「
傍
・
賓
・
別
・
説
・
出
・
脱
・
逸
・
劣
」
に
緩
声
点
加
点
例
は
無
い
。

D 

逼

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
墨
声
点
・
小
と
朱
声
点
は
、

親
鷲
自
筆
加
点
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。

五、

結

び

O 

以
上
、
本
稿
で
は
、
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。

滞
土
真
宗
の
開
祖
親
鷺
(
一
一
七
三

i
二
二
ハ
二
)
は
、
左
の
、

の
声
点
形
式
を
使
い
分
け
て
い
た
。

1
.

入
声
に
急
(
舌
内
入
声
音
と
促
音
)
・
緩
(
喉
内
・
唇
内
入
声
音
)
を
区
別

す
る
声
点
形
式

三
種
類

清
「
・
」
・
濁
「
ご
と
し
、
入
声
に
は
「
清
急
・
」
、
「
濁
急

緩
"
」
、
「
濁
緩
ト
」
を
区
別
す
る
。
こ
の
声
点
形
式
は
、
漢
文
を
音
で
通

読
す
る
、
い
わ
ゆ
る
字
音
直
読
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

2
.

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式

A
(清
「
0
」
・
濁
「
↑
」
)

清
「
0

」
・
濁
「
か
」
の
み
を
区
別
す
る
。
こ
の
形
式
の
声
点
は
、
漢
文

ま
た
は
漢
語
中
心
の
本
文
で
あ
り
、
漢
文
本
文
部
分
を
訓
読
し
た
文
献
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

内

δ

'-、

「清

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
声
点
形
式

B
(清
「
・
」
・
濁
「
ご
)

清
「
・
」
・
濁
「
ご
の
み
を
区
別
す
る
。
こ
の
形
式
の
声
点
は
、
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
か
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
含
む
文
献
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
漢
文
訓
読
資
料
で
あ
る
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
、
清
「
0

」・

濁
「
ど
の
み
を
区
別
し
、
入
声
に
急
・
緩
を
区
別
し
な
い
形
式
の
声
点

加
点
(
右
の

2
)
が
先
ず
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
別
形
式
の
声
点
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
後
に
加
点
さ
れ
た
小
さ
な
墨
声
点
と
朱
声
点
は
、
他
の
親
鷲
遺

文
の
声
点
に
見
ら
れ
な
い
加
点
実
態
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
親
鷺
一
個

人
の
訓
点
を
問
題
と
す
る
場
合
は
、
正
確
を
期
す
た
め
、
坂
東
本
『
教
行

信
証
』
に
お
け
る
小
さ
な
墨
声
点
と
朱
声
点
と
を
対
象
外
と
す
る
の
が
望

ま
し
い
。
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l
)
 

『
御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念
西
本
願
寺
展
』
(
二

O
O
三
年
、

東
京
国
立
博
物
館
)
、

『
増
補

親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成

第
三
巻
』
(
二

O
O
七
年
、
法
蔵
館
)
等
、
参
照
。

『
観
経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
の
声
点
図
は
、
本
文
中
に
述
べ
る
よ
う
に
、
存
資
に

よ
っ
て
、
二
度
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
は
、

日
市
市
中
山
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
文
明
十
五
年
(
一
四
八
三
)
真
慧
書
写
本
の

巻
末
に
写
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
 
西
本
願
寺
蔵
寛
喜
二
年
(
一
二
三

O
)親
鷲
自
筆
書
写
『
唯
信
抄
』
(
巻
頭
)
の
声

点
図
も
、

右
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
た
だ
し
、
声
点
図
・
語
例
は
墨
で
記
さ
れ
、
朱
声

点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
左
上
図
で
は

喉
内
入
声
字
「
若
」
「
各
」

を
上
字
と
し
、
「
清
緩
」

の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
「
若
人
」
「
各
奥
」
を
先
に
置
い

て
い
る
。
ま
た
、
左
下
の
図
で
は
、
「
答
属
」
を
最
初
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
濁
急
」

の
例
と
し
て
掲
出
し
た
「
答
属
倶
」
と
対
応
さ
せ
、

理
解
を
促
す
た
め

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
『
唯
信
抄
』
の
声
点
図
は
、
『
観

経
・
阿
弥
陀
経
集
註
』
の
声
点
図
と
比
較
し
て
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

ぅ
。
な
お
、
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
の
声
点
図
は
、
語
例
が
省
略
さ
れ
、

片
仮
名
書
き
で
あ
る
が
、
査
に
書
き
込
ま
れ
た
声
点
は
、
全
同
で
あ
る

(
3
)
 
こ
の
こ
と
は
、
『
三
帖
和
讃
』
に
つ
い
て
、

名
畑
膝
順
『
親
鷲
和
讃
集
』
(
一
九

七
六
年
、
岩
波
書
底
)
「
解
説
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
4
)
 
i

『
農
旦
園
十
四
代
』
は
国
名
が
列
挙
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
、
親
驚

の
訓
点
を
移
点
し
た

専
修
寺
蔵
真
悌
筆
『
粥
陀
経
義
集
』

専
修
寺
蔵
顕
智
筆

『
禰
陀
経
義
集
』
(
建
長
七
年
三
三
五
五
〉
親
鷲
八
十
三
歳
本
奥
書
・
永
仁
元

年
〈
一
二
九
三
〉
書
写
奥
書
)
、

同
『
聞
書
』
、

同
『
見
聞
』
、
専
修
寺
蔵
真
偽
・

顕
智
筆
『
西
方
指
南
抄
』
を
、
こ
れ
ら
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

四

(
5
}
 
た
だ
し
、
本
資
料
に
は
、

濁
「
一
」
が
使
用
さ
れ
て
い

上
声
・
去
声
に
限
り
、

る
。
細
字
の
註
文
へ
の
加
点
の
た
め
、
返
点
・
句
点
と
紛
れ
な
い
場
合
は
、
「
ご

と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
@

b
s
j
の
漢
文
訓
読
資
料
で
も
、
清
「
・
」
・
濁
「
一
」
形
式
の
声
点
を
用
い
れ

ば
、
加
点
は
容
易
で
、

統
一
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
資
料
で
は
、
「
・
」

「
ご
は
返
点
・
句
点
と
紛
れ
や
す
い
た
め
、
避
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
O
」
一
例
の
み
で
あ
る
た
め
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
専
修
寺
蔵
『
唯
信
紗
(
平

仮
名
本
)
』
(
第
八
巻
)
に
は
、
「
O
」
の
墨
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
(
「
宿
平
)
善
」
(
白

4

・
ω
〉
)
。
平
仮
名
文
に
「
O
」
を
加
点
し
た
貴
重
な
例
で
あ
る
。

(
6
)
 
j

『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
声
点
加
点
例
は
、

大
部
分
、

漢
文
訓
読
部
分
に

存
す
る
。
全
七
七
例
の
声
点
加
点
例
の
う
ち
、
六
二
例
は
清
「
O
」
・
濁
「
↑
」

の

形
式
で
あ
る
。
残
る
一
五
例
が
清
音
「
・
」
濁
音
「
こ

の
声
点
で
あ
る
。

(
7
)
 
こ
の
う
ち
、

ー
と

3
と
が
本
文
種
の
相
違
に
基
づ
い
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、

金
信
昌
樹
「
親
鷲
の
声
点
資
料
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
「
真
宗
総
合
研

究
所
研
究
所
紀
要
」
第
七
号
、

一
九
八
九
年
二
月
)

同
「
親
鷲
と
声
点
|
堺
真

宗
寺
本
『
本
事
讃
』
に
つ
い
て
」
(
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
一
巻
第
二
号
、

同
「
親
鷲
の
声
点
資
料
の
研
究
|
『
唯
信
抄
』
信
査
本
と

顕
智
書
写
本
の
比
較
」
(
「
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
二
七
、
二

O

一
九
九
三
年
三
月
)
、

O
五
年
十
二
月
)
で
、
部
分
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
培
補
親
鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
所
収
本
中
、
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い

な
い
文
献
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。

O
平
易
を
旨
と
し
た
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

一
念
多
念
文
意
(
第
四
巻
)
、

唯
信
紗
文
意
(
正
月
十
一
日
本
)
(
第
八
巻
)
、

lIi 

信
紗
文
意
(
正
月
二
十
七
日
本
)
(
第
十
巻
)

O
短
文
の
漢
文



諸
名
号
・
讃
銘
(
第
九
巻
)
、

浮
土
五
舎
念
悌
略
法
事
儀
賛
〈
見
開
集

I
〉
(
第

九
巻
)
、

須
禰
四
域
経
文
(
第
九
巻
)
、
三
骨
一
廟
文
(
第

数
名
目
(
第
九
巻
)
、

九
巻
)

曇
摩
伽
菩
薩
文
(
第
九
巻
)

聖
覚
法
印
表
白
文
〈
見
聞
集

E
〉
(
第

九
巻
)
、

御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事
〈
見
聞
集

E
〉
(
第
九
巻
)
、

四
十
八

願
文
断
簡
(
第
九
巻
)
、

大
集
経
・
浬
駒
栄
経
文
(
第
十

道
縛
略
侍
(
第
十
巻
)
、

巻)、

浄
土
本
縁
経
文
(
第
十
巻
)

O
短
文
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

浮
肉
文
・
十
悪
(
第
九
巻
)
、
或
人
夢
〈
見
聞
集

E
〉
(
第
九
巻
)

法
然
上
人

御
消
息
・
九
条
殿
北
政
所
あ
て
(
第
十
巻
)

O
短
文
の
平
仮
名
文

平
仮
名
書
簡
(
第
四
巻
)

(
8
)
 
ま
た
、
こ
こ
か
ら
、

入
声
に
急
・
緩
を
区
別
す
る
発
音
も
、
親
鷲
に
お
い
て
、

特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る

日
本
漢
告
の
研
究
』
(
二

O
O
九
年
、
汲
古
書
院
)
第
三
部
第
五
章
、
参
照
。

(
9
)
 

」
れ
以
外
に

入
声
点
の
う
ち

-
が
朱
、

o
が
墨
筆
小
で

全
体
と
し
て
緩

声
点
と
な
っ
て
い
る
例
が
一
例
存
す
る
(
「
徳
丈
緩
}
」
〈
一
一

3
・
5
)。
同
様
な
理
由
で
、

こ
れ
も
除
外
す
る
。

(
印
)

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
本
文
批
判
研
究
お
よ
び
本
文
筆
跡
研
究
の
進

展
に
よ
り
、

現
存
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
全
体
は
、
親
鷲
書
写
の
前
期
・
中
期

-
後
期
書
写
部
分
と
、

他
者
書
写
に
か
か
る
異
筆
部
分
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
(
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
』
(
一
九
八
一
年
、
法
蔵
館
)
、

鳥
越
正
道
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』
(
一
九
九
七
年
、

法
蔵
館
)
)
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
依
る
と
、
『
親
驚
聖
人
真
蹟
集
成
』
全
六
四
七
頁
中
、
前
期
書

写
部
分
|
約
四
三
六
頁
、
中
期
書
写
部
分

l
約
四
七
頁
、

後
期
書
写
部
分
|
一
五

六
頁
、

異
筆
書
写
部
分
|
約
八
頁
分
で
あ
る
(
中
期
書
写
部
分
を

1
と
す
る
と
、

前
期
書
写
部
分
日
中
期
書
写
部
分
日
後
期
書
写
部
分
一
筆
書
写
部
分
は
、
約
国
・

2
対
l

対日・

2
対
0

・
コ
と
な
る
)
。

朱
声
点
は
、
巻
二
日
頁

S
巻
三
位
頁
ま
で
の
川
頁
中
、
本
文
前
期
筆
蹟
部
分
に
、

全
体
の
約

ω
%が
集
中
す
る
。

そ
の
他
は
、
墨
声
点
に
重
ね
て
加
点
し
た
例
、

同

一
字
に
墨
声
点
と
異
な
る
声
調
を
示
し
た
例
な
ど
で
あ
る
。

(
日
)

句
末
か
勾
末
以
外
か
を
、
親
鷲
加
点
の
句
切
り
点
に
依
っ
て
判
定
し
、

延
べ
数

を
記
し
た
表
で
あ
る
。
句
末
以
外
の
例
は
、
後
続
字
の
頭
音
に
よ
っ
て
分
け
た
。

後
続
字
頭
音
は
、
当
該
字
の
呉
音
の
そ
れ
を
採
り
、
本
資
料
当
該
例
の
声
点
に
よ

っ
て
清
濁
を
判
定
し
た
。
当
該
例
に
声
点
が
存
し
な
い
場
合
は
、
本
資
料
中
の
当

該
字
声
点
加
点
例
に
依
拠
し
た
。

な
お
、

喉
内
入
声
音
の
促
音
化
は
、
カ
行
音
が

続
く
場
合
に
集
中
す
る
。
こ
の
点
、

向
時
代
の
他
文
献
と
同
様
で
あ
る
。
佐
々
木

勇
「
親
鷲
筆
『
悌
説
阿
禰
陀
綬
』
『
傍
説
観
無
量
欝
経
』
の
漢
字
立
日
に
つ
い
て
」
(
「
比

治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
紀
要
」
創
刊
号
、

一
九
九
五
年
三
月
)
で
は
、

そ
れ
を

区
別
し
て
整
理
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
は
指
摘
済
み
の
こ
と
と
し
て
、
簡
略

な
表
に
ま
と
め
た
。

(ロ)
語
の
認
定
は
加
点
さ
れ
た
訓
点
に
依
り
、
漢
語
サ
変
動
詞
は
一
語
と
し
た
。

な

(
日
)
ぉ
、
『
庚
韻
』
不
掲
載
字
は
、
対
象
外
と
し
た
。

常
河
田
司
命
(
六
末

5
・
3
・
世
鏡
{
去
}
王
(
上
}
悌
苅
劉
(
一
ニ

-
2・4
)
は、

濁
声
点
の
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
対
象
外
と
し
た
。

(
H
H
)
 

他
の
親
驚
遺
文
で
も
、
次
の
二
例
が
そ
の
全
例
で
あ
る
。

ム
町
:
'
コ
ク
羽
1
司
司
ソ
ン
町
B

E

，

元

2
極
可
語
、
尊

2(専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
浄
土
五
四

4
)

シ

L
l
タ
ウ

j
1

寺
《
上
空
塔
手
》
(
本
誓
寺
蔵
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』

一
三

3
)

(
日
)

「
潟
・
翼
・
徳
・
督
・
略
・
弱
・
隠
・
活
・
述
・
決
・
殺
・
伐
・
忽
」

の
諸
字
に
は
、
『
観
経

-
阿
弥
陀
経
集
註
』
経
本
文
で
の
声
点
加
点
例
が
無
い
。

(
日
)

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
「
返
点
送
仮
名
等
」
に
、
親
鷲
自
筆
以
外
の
加
筆
が



存
す
る
こ
と
は
、
次
の
諸
文
献
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

侍
蓋
寮
編
『
真
実
教
行
証
文
類
』
(
一
九
二
六
年
、
大
谷
派
本
願
寺
)

凡
例
、

住
田
智
見
「
教
行
信
証
」
(
『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
二
十
二
(
一
九
三
七
年
、

大
東
出
版
社
〉
)
、
親
鷲
聖
人
全
集
刊
行
会
編
『
定
本
親
鷲
聖
人
全
集

第
一
巻
』

(
一
九
六
九
年

法
蔵
館
)

凡
例
。

声
点
に
も
、
親
鷲
以
外
の
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

(
げ
)

①
墨
声
点
大
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
全
体
を
通
し
て
、
加
点
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
文
書
写
の
時
々
に
、
書
き
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

②
墨
声
点
小
お
よ
び
③
朱
声
点
は

前
期
筆
跡
部
分
に
加
点
が
集
中
す
る

注

(
叩
)
参
照
)
。

の
Hu

・EA

重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
』
(
お
お
頁
)
は
、
「
特
に
行
巻
か
ら
信
巻
前
半
に

お
け
る
多
数
の
朱
に
よ
る
補
訂
」

の
加
点
時
期
を
、
後
期
筆
跡
書
改
部
分
に
全
く

見
え
な
い
こ
と
か
ら
八
五
歳
以
前
、
専
修
寺
本
が
補
訂
後
の
訓
点
左
注
を
相
当
よ

く
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
八
三
歳
以
前
加
点
と
し
た
。
そ
し
て
、

文
明
本
『
教
行

信
証
』
に
朱
点
が
移
点
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
祖
本
が
書
写
さ
れ
た
寛

元
五
年
親
鷲
七
五
歳
の
時
に
は
、
未
だ
朱
筆
が
加
点
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、

と
し

た
。
す
な
わ
ち
、
③
朱
声
点
は
、
親
鷲
七
六
歳

1
八
三
歳
の
問
に
加
点
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
多
く
の
②
墨
声
点
小
は
、

た
だ
し
、
『
親

そ
の
前
の
加
点
で
あ
る
。

鷲
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
一
巻
・
第
二
巻
(
一
九
七
三
・
一
九
七
四
年
、
法
蔵
館
)

凡
例
に
、
「
原
本
の
右
訓
、
左
訓
、
返
り
点
、

四
声
点
等
は
、

(
1
)
塁、

(
2
)
墨
の

上
に
朱
、

(
3
)
朱、

(
4
)
朱
の
上
に
塁
、

(
5
)
墨
の
上
に
墨
書
し
さ
ら
に
加
朱
、
に

大
別
で
き
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
③
朱
声
点
の
後
に
加
点
さ
れ
た
②
塁
声

点
小
も
存
す
る
。

原
本
の
関
覧
が
許
さ
れ
た
な
ら
ば
、
②
③
声
点
の
関
係
に
つ
い
て
精
査
し
た
い
。

[

付

]

坂

東

本

『

教

行

信

証

』

墨

声

点

・

大

全

一

二

七

七

例

墨
声
点
・
大
と
認
定
し
た
声
点
を
、
出
現
順
に
掲
げ
る
。
た
だ
し
、

の
も
の
は
初
出
例
に
所
在
の
み
記
す
。
加
点
字
が
数
字
連
続
す
る
場
合
は
、

続
け
て
掲
げ
た
。
墨
声
点
・
大
以
外
の
訓
点
は
、
省
略
し
た
。
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